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死亡の年齢パターンモデル:Wilmoth(2012)

Wilmoth et al. (2012)

lnmx = ax +bxh + cxh2 + vxk
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(但し, ℎ = ln !𝑞")

リレーショナルモデルflexible model

#!𝑞$!の実績値を再現
するように求める



死亡の年齢パターンモデル:Clark(2019)
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（但し, 𝑠#$は特異値, 𝑢#$は右特異ベクトル,𝑣#%$は下の式で推計されるウェイト) 



Japanese Mortality Database(JMD)

国立社会保障・人口問題研究所が公開
Human Mortality Database(HMD)のMethod Protocolに準拠国際比較可能性を損な
わない範囲で改良
開放年齢は 110歳以上で統一
1975-2017年の都道府県生命表(最終更新は 2020年 10月 23日)
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flexible Modelの適用(東京都・女性, 2013-2017年)
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flexible model

実績値

高齢層での推計誤差が
大きくなる



65歳平均余命と平均2乗誤差(MSE)
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高齢死亡率
の改善に伴っ
てflexible 
model の推計
誤差が大きく
なる傾向



修正モデル

lnmx = ax +bxh + cxh2 + vxk +uxr
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flexible model

推計誤差に特異値分解

第一特異値とそれ

に対応する項を抽
出



パラメータrの効果と対数死亡率の高齢部分
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rの値を大きくするこ
とにより、高齢層で
の死亡率曲線が改
善している



パラメータrと 65歳平均余命
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パラメータrが大きくな
るほど, 65歳平均余命
は長い

rを操作すれば多様
な65歳平均余命を
再現できる



修正モデルの適用(東京都・女性)
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修正モデル

flexible model

高齢層での推計が改善



市区町村別生命表への適用(埼玉県和光市・女性)
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実績値 修正モデル

高齢層での
推計精度
が高い



Clark(2019) SVD-comp モデルとの比較(JMD, 全国値)

SVD-comp

修正モデル

実績値

修正モデルはSVD-
compモデルと比較し
ても推計精度が高い



議論

・地方自治体独自の将来人口推計への応用
例） 『神奈川県人口ビジョン』(2020年)・『新潟市人口ビジョン』
(2015年)
・高齢化が進む世界の諸地域への応用
2019年現在の日本の平均寿命は男性81.41歳・女性87.45歳で, 
世界で最も高齢化の進展した国であるといえる(厚生労働省
(2019))
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課題

flexible modelの係数を JMDから直接推計する：若年層での死亡動向をより適切に表現
・より多くの自治体の生命表に修正モデルを適用し、自治体における将来人口推計への有効

性を示していく
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